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第5章 その他 

第1節  ○○砂防事業全体計画書記入例 
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第2節  構造協議資料 
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第3節  計画諸元・安定計算確認シート 
 

 



共-73 

 

 



共-74 

 

 

 



共-75 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



共-76 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



共-77 

 

第4節  構造協議チェックシート 
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（１）不透過型砂防堰堤 

 

 



共-79 

 

 



共-80 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



共-81 

 

 

（２）透過型砂防堰堤（掃流区間） 
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（３）透過型砂防堰堤（土石流区間） 

 

 

 

 

 

 

 

設計年度

分類

全体計画
承認日

番号 確認ポイント
河川砂防
技術基準

（計画編）※

砂防基本計画
策定指針
（解説）

土石流・流木対策
設計技術指針解説

〇〇都道府県
設計要領

砂防設計
公式集

(1)
全体計画と整合がとれているか
（目的、平面・縦断位置等）

(2)
地形・地質が妥当か
（崩壊、地すべりの有無 等）

(3)
計画堆砂域も含めて希少動植物への
影響はないか（希少動植物がある場合
の対策　等）

(4)
現渓床勾配と土砂移動形態（掃流区
間、土石流区間）が整合しているか

P.1

(5) 流心線（流向）は妥当か

(6) 下流の流心線に直角となっているか

(7) 整備土砂量との整合がとれているか

(8)
現渓床勾配の2/3、かつ、計画堆砂勾
配が1/6を上限として設定されている
か

P.19

(9)
全体計画と整合がとれているか
（目的、除石形態、搬出方法等）

P.72 P.56

(10)
計画規模（1/100 or 既往最大）は適
切か

P.8 P.84

(11) 流出土砂量の考え方は適切か P.43

土石流・流木対策
設計技術指針解説

鋼製砂防構造物設
計便覧（H21）

河川砂防技術
基準（設計編Ⅱ）

〇〇都道府県
設計基準

透過部断面 (12)
純間隔は適切か
（水平、鉛直、最下段）

P.26 P.63

天端幅 (13) 流出土砂形態に合っているか P.11

(14)
設計条件は妥当か
（設計外力、各種係数値等）

(15) 計算結果は妥当か

(16)

【非越流部】
越流部と断面、基礎地盤が異なる場
合、安定計算を実施しているか
（越流部断面と同一が標準）

P.29 P.89

(17)
基礎地盤の評価・検討等は妥当か
（地耐力、根入れ長、岩着の可否）

P.87

(18)
【基礎処理が必要な場合】
妥当な基礎処理工法となっているか

(19)
底版コンクリートの傾斜は適切か
（現渓床勾配以下）

P.87

様式1-3

参考文献

P.74

平面図、一般構造図

P.74

平面図、一般構造図

P.174方向

番号

位置検討

地形：平面図、一般構造図、縦断図
地質：地質調査結果（縦断図、一般構造図に
ボーリング結果及び地盤支持力、推定岩盤線を
明記）

計画諸元・安定計算確認シート
【１．計画諸元】
※必要に応じて、環境調査結果等

設定値等

基
本
条
件

堰
堤
位
置
・
方
向

砂防施設配置計画との整合（全体
計画との照合）

現渓床勾配

参考文献
構造協議照合者

（整備局名）

チェック項目

P.173 P.4

縦断図

本
体

基礎

安定計算

設定根拠（最大礫径D95の結果）
一般構造図

計画諸元・安定計算確認シート【１．計画諸元
（最大礫径D95）】

※安定計算を実施している場合は、その必要
性が分かる地質断面図、安定計算結果一覧表
を添付

P.73P.19

P.13

一般構造図

平面図、縦断図、一般構造図
※必要に応じて、基礎処理の補足説明資料

一般構造図

計画諸元・安定計算確認シート【２．安定計算
（本堤）】

水系 （掃流区間）／ 土石流対策（土石流区間）

除石計画
全体計画申請資料
（補足資料：除石計画）

計画堆砂勾配

協議日：平成　　　年　　　月　　　日

箇所名

設計担当者
（都道府県名）

堰堤高
全体計画申請資料
（補足資料：土砂収支図）

メモ

全体計画申請資料

縦断図

メモ

設

計
流
量

設計流量
全体計画申請資料（計画雨量）
計画諸元・安定計算確認シート【１．計画諸元】

土石流ピーク流量
全体計画申請資料（補足資料：土砂収支図）
計画諸元・安定計算確認シート
【１．計画諸元】

構造協議チェックシート③（（鋼製）透過型砂防堰堤（土石流区間））

本
堰
堤

構
造
条
件

（
鋼
製
透
過
型

）

チェック項目 確認ポイント 設定値等

堰
堤
形
式
選
定
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土石流・流木対策

設計技術指針解説

鋼製砂防構造物設

計便覧（H21）

河川砂防技術

基準（設計編Ⅱ）

〇〇都道府県

設計基準

水通し位置 (20) 中心が現河床の中央か

開口部の幅
（水通し底幅）

(21) 谷幅程度となっているか
砂防基本計画策定

指針 解説 P.62

水通し形状 (22) 袖小口 1:0.5であるか P.17

(23) 土石流ピーク流量の確保できているか P.21

(24)
余裕高は考慮していないか
（鋼製の場合は余裕高を考慮しない）

P.25

袖形状 (25) 袖形状の選定は適切か P.15 P.93

袖の勾配 (26) 現渓床勾配程度となっているか P.17

袖のかん入 (27) かん入長は適切か

土石流流体力に対して (28) 袖部の補強は必要か P.15 P.93

安定計算 (29) 越流部と断面、基礎地盤が異なる P.14 P.89

前庭保護工 (30)
【必要な場合】
必要性を十分に検討しているか

P.30 P.95

(31)
設計条件は妥当か
（設計外力、各種係数値等）

(32) 計算結果は妥当か

位置 (33)
本副間距離が適正にとられているか
（減勢、浸透路長の確保等）

P.15

高さ (34) 重複高は確保されているか P.15

(35)
基礎地盤の評価・検討等は妥当か
（地耐力、根入れ長、岩着の可否）

(36)
【基礎処理が必要な場合】
妥当な基礎処理工法となっているか

(37) 護床工・カットオフは必要か P.17

(38) 護岸工は必要か P.20

(39)
本堰堤と同等か
（ただし、余裕高は考慮しない）

P.9

袖のかん入 (40) かん入長は適切か

袖の勾配 (41) 水平となっているか

P.59

P.14

P.59

P.18

P.13

P.18 P.95

※安定計算を実施している場合は、その必要
性が分かる地質断面図、安定計算結果一覧表
を添付

平面図、縦断図、一般構造図

平面図、縦断図、一般構造図

一般構造図（図面に設定根拠を明記）

P.14

P.95

袖
部

袖
部

水通し

下流の処理

安定計算

副
堰
堤

番号

設計水深

本
体

構
造
条
件

（
鋼
製
透
過
型

）

構
造
条
件

（
鋼
製
透
過
型

）

基礎

水
通
し

本
堰
堤

参考文献

平面図、一般構造図

平面図、一般構造図

一般構造図

メモ

計画諸元・安定計算確認シート【１．計画諸元】
一般構造図

一般構造図

一般構造図

一般構造図

一般構造図

計画諸元・安定計算確認シート【３．安定計算
（袖部）】
一般構造図
※必要に応じて補強鉄筋計算書

一般構造図（図面に設定根拠を明記）

一般構造図

平面図、縦断図、一般構造図
※必要に応じて、基礎処理の補足説明資料

縦断図、一般構造図

計画諸元・安定計算確認シート【４．安定計算
（副堤）】

一般構造図

一般構造図

一般構造図

チェック項目 確認ポイント 設定値等
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土石流・流木対策

設計技術指針解説

鋼製砂防構造物設

計便覧（H21）

河川砂防技術

基準（設計編Ⅱ）

〇〇都道府県

設計基準

設計条件 (42) 設計外力、各種係数値は妥当か

安定計算 (43) 計算結果は妥当か

位置 (44)
本副間距離が適正にとられているか
（減勢、浸透路長の確保等）

P.15

垂直壁の構造 (45)
副堰堤に準じた構造か
（袖の嵌入、袖小口勾配、基礎部）

基礎の根入れ (46) 根入れ長は適切か

下流の処理 (47) 護岸工は必要か P.20

(48) 本堰堤と同等か

袖
部

袖のかん入 (49) かん入長は適切か

(50)
厚さは適切か
（水褥池の有無による計算をしている
か）

(51)
水褥池深は適切か
（水叩きｺﾝｸﾘｰﾄ厚と同等以上は必要）

(52)
側壁基礎の平面位置は適切か
（本堤より対象流量が落下する位置よ
り後退させる）

P.10

(53)
構造形式は適切か
（重力式、モタレ等）

(54)
安定計算は適切か
（背面の土圧等に耐えうる構造か）

(55) 平面、縦断形、構造は妥当か

(56) 必要性、平面、縦断形、構造は妥当か

(57)

P.17

P.18

P.14

P.95

P.16P.18

P.95

P.18 P.95

P.16

P.18

参考文献

確認ポイント

付
帯
構
造
物

その他

チェック項目

構
造
条
件

（
鋼
製
透
過
型

）

水
叩
き

側
壁

構造形式

本
体

番号

位置

水褥池深さ

水叩き厚

垂
直
壁

P.16

管理用道路

渓流保全工

水通し

設定値等

一般構造図（図面に設定根拠を明記）

メモ

計画諸元・安定計算確認シート【２．安定計算
（垂直壁）】

一般構造図

平面図、縦断図、一般構造図

一般構造図

一般構造図

一般構造図

一般構造図（図面に設定根拠を明記）

一般構造図（図面に設定根拠を明記）

一般構造図

一般構造図

計画諸元・安定計算確認シート【６．安定計算
（側壁）】

平面図、縦断図、横断図

平面図、縦断図、一般構造図


